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 要  旨 
 近年、情報技術を用いた家電製品が開発され、どこからでも家庭内の機器を操
作可能になり、さらには機器の状態を監視できる環境が整備されるようになって
きている。ユーザは家庭内の機器を専用のリモコンや携帯電話を用いて操作をす
る。携帯電話を利用することで、外出先からでも家庭内の機器を操作したり、機
器の状態を調べたりできるので、とても便利である。反面、リモコンや携帯電話
はユーザにとっては使い慣れた機器とはいえ、家庭内機器をすべて操作するには
複雑な操作が必要になる。 
 また、家庭内にあるすべての操作を簡単にしよう、さらに、ユーザが操作しな
くても行動を予測し操作支援を行おうとする研究が多く行われている。これらの
研究では、ユーザが行う普段の生活を計測することで、ユーザの動作パターンを
見つけ出し、ユーザが行いそうな操作を各住宅専用の秘書、ホームエージェント
が代行、もしくは、操作の提案による支援をすることを目的としている。 
しかし、本研究では、ホームエージェントによる本当の生活支援はユーザ動作
の予測に合わせた操作の代行や提案だけではないと考える。本研究のホームエー
ジェントはユーザの要求を理解した支援を行うために操作に対するユーザの気持
ちとホームエージェントに対するユーザの気持ちを推測した上で、ユーザとの信
頼関係を重視したインタラクションを行う。 
そこで、本研究では、 
・ ユーザの動作・機器操作履歴からのユーザ意図の抽出 
・ 信頼感のあるホームエージェントインタラクション 
を行うホームエージェントの提案を目的とした。 
 本論文では、最初に関連研究の問題点を分析し、ホームエージェントに必要な
要素を検討した。 
 次にそれらの要素を踏まえ、ユーザの気持ちに即した支援を行うホームエージ
ェントを以下の方針で設計した。 
・ 機器もセンサも支援対象にしたユーザの動作パターン抽出 
・ 動作パターンからユーザの動作予測 
・ 動作パターンからユーザの忘れ操作の検出 
・ ユーザにとって大切な操作に対する支援 
・ ユーザにとって楽しみな操作に対する支援 
・ 人が人を信頼するプロセスを参考にしたTell-meとDo-itの変更 
 
 設計したホームエージェントを実装する方法を提案し、パソコン上で動作させ
るためにホームエージェントシミュレータを構築した。最後に、構築したホーム
エージェントシミュレータを用いた評価実験を行い、本研究があげた目的を達成
するホームエージェントを提案できたことを確認した。 
